
　　　 6.5の結果、同率勝者が３名の場合は、取得ポイント率（自分が取得したポイント÷自分がプレーした全ポイント

　　　　８ゲームプロセット（８オールで12ポイントのタイブレーク)で行う。

　　　　１セットマッチ（６オールで12ポイントのタイブレーク)で行う。

　　　　(注）予選ドローについては別紙参照。

■本戦トーナメント

　　9）ひとつの試合が終わり次第、次の試合を開始する。原則的に休憩は認めない。ただし、トイレ休憩、着替えの

　　　 ためにコートを離れることは認める。

■２次予選（トーナメント）

　　　  （例：Ａ選手とＢ選手の試合で、Ａ選手が５－２でリードしていたにもかかわらずけがのために棄権した場合、

　　　勝者はＢ選手でスコアは７－５と記録する）ただし、途中棄権した選手はリーグアップの権利を失う。

　　　 7.6の結果、２名が同率であれば、2の方法で決める。

　　　 8.6の結果、さらに３名が同率である場合は5～7を繰り返す。

　　7）ノーショウ(試合放棄＝会場に来ていない）、失格の場合、その選手の取得ゲーム数はすべてゼロ(０)として

　　　 記録される。

　　　 5.3の結果、さらに３名が同率であれば12ポイントタイブレークを行い、勝率（例：２勝０敗）の高い選手を勝ちと

　　　　 する。

　　　　 数）の高い方法を勝ちとする。

　　8）けが、等による途中棄権(リタイア)の場合、棄権するまでにプレーして取得したゲーム数は記録される。

　　　 2.同率勝者が２名の場合は、（例：２名ともが１勝１敗）、お互いの対戦結果の勝者を勝ちとする。

　　　 3.同率勝者が３名の場合は、取得ゲーム率（自分が取得したゲーム数÷自分がプレーした全ゲーム数）

　　　　 の高い選手を勝ちとする。

　　　 4.3の結果、２名が同率であれば2の方法で決める。

　　5）リーグアップした選手（勝者）が全スコアの記録を競技本部まで届け出る。

　　6）順位決定方法

　　　 勝ち上がりの優先順位は

　　　 1.勝率（例：２勝０敗）の高い選手を勝ちとする。

　　3）1ブロックにつき試合球は４球（２缶）使用。これで全ての試合を行い、使用したボールは敗者ボール

　　　 とする。

　　4）スコアの記入は当事者ではなく、待機している選手が行う。試合がなくてもそのブロックの選手は原則として

　　　 コート近くに待機していなければならない。

■１次予選(リーグ戦)

　　1）ノーアドバンテージの１セットマッチ（６オールで12ポイントのタイブレーク）で行う。

　　2）試合順序は、ブロックのNo.１とNo.２が最初に試合をし、その次にその敗者とNo.３が対戦する。
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